



Consolidation Accounting Theory on the Profits





基準は親会社概念に依拠しており、IASB 及び FASB は経済的単一体概念に依拠している。
　国際会計基準のコンバージェンスに揺れる我が国には、様々な会計基準が創設及び改訂
がなされているが、包括利益導入により、純利益概念と理論的整合性がないことが指摘さ





























　本節では、連結基礎概念について G.C. Baxter & J.C. Spinney による“A Closer Look 
at Consolidated Financial Statement Theory” を基にして明らかにする。











































































改訂 SFAS 第１６０号が公表される以前に適用されていた会計研究公報（Accounting 























IASB 及び FASB は、いずれも少数株主持分が子会社の残余請求権を有することから持分


















































































































































































































































































































１　IASB 及び FASB では、少数株主持分という用語を非支配持分に改めた。本稿では、少数株主持分
と統一する。
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連結基礎概念における利益概念の一考察
